第６号様式（第４条関係）
	図根点現況調査表

	図根点名
	

	図根点番号
	

	調査年月日
	　年　月　日

	調査機関
	

	調査者氏名
	

	図根点所在地
	

	所有者又は管理者
	



	現況
	区分
	詳細状況

	
	正常
	

	
	亡失
	

	
	不明
	

	
	破損
	

	
	使用不能
	

	
	要再設
	

	
	要移転
	

	
	要補修
	

	
	情報変更
	

	
	その他
	



	状況写真（近景）
	状況写真（遠景）

	
	

	（近景は図根点の状況がわかる写真）
	（遠景は基準点の位置がわかる写真）


図根点現況調査表の作成注意事項

１　使用した図根点の状態等を表1，表2の区分に従って集計し、現況調査表に記載すること。なお、図根点使用報告書または図根点現況調査報告書に「詳細は別紙の図根点現況調査表（第６号様式）に示す」と記載する。

表1
	区分
	適用

	正常
	測量標に問題がなく、正常に機能していると判断されるもの

	亡失
	測量標が完全になくなっていると確認されたもの

	不明
	測量標が亡失していることが確認できないもの

	破損
	測量標自体が破損しているため、使用することが不可能なもの

	使用不能
	測量標自体は正常であるが、何らかの理由で使用することが不可能なもの



表2
	区分
	適用

	要再設
	測量標自体は正常であるが、現状のままでは将来にわたる保存と管理が困難であると判断され、現状の位置に再度設置するもの。測量標の埋没や露出等がこれに相当する

	要移設
	測量標自体は正常であるが、現状のままでは将来にわたる保存と管理が困難であると判断され、現状の位置から別の位置に移動させる必要があるもの

	要補修
	測量標自体は正常ではあるが、軽微な破損があるため、補修を必要とするもの

	情報変更
	基準点の持つ情報に誤りがある場合、又は情報に変更が生じた場合

	その他
	上記以外の区分において図根点管理に必要な情報がある場合



２　図根点現況調査表の現況欄には該当する箇所に〇印を記載すること。区分は表1、表2に従うこと。詳細状況欄には必要な情報を簡潔かつ分かり易く記載すること。

３　図根点の現況写真（近景、遠景）を撮影して、図根点現況調査表の状況写真欄に掲載すること

